
1 

 

別記様式(第５条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和４年福津市教育委員会第３回臨時会 

開 催 日 時 
午後  ７時３０分から 

 令和４年１２月１２日（水） 
午後  ８時２３分まで 

開 催 場 所  福津市役所 別館２階会議室３ 

委 員 名 

(1) 出席委員 大嶋教育長、半澤委員、今村委員、 

       農﨑委員、青木委員 

所 管 課 職 員 職 氏 名 赤間教育部長、城野教育総務課長 

会

議 

議 題 

(内 容) 

・日程第 １ 開会の宣言 

・日程第 ２ 会議録署名委員の指名について 

・日程第 ３ 議案第５３号 令和４年度福津市一般

会計（教育予算）の補正予算に係る意

見の申出について 

・日程第 ４ 閉会の宣言 

公開・非公開の

別 
□公開  □非公開  ■一部公開 

非 公 開 の 理 由  

傍 聴 者 の 数  ０人 

資 料 の 名 称  

会 議 録 の 作 成 方 針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

会 議 録 署 名 委 員 
大嶋教育長 

農﨑委員 

そ の 他 の 必 要 事 項   

審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 
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１ 日程第１ 開会の宣言 

 大嶋教育長：それでは、教育委員会を開催させていただきます。 

 会議を始める前に配付資料の確認をさせていただきます。 

  城野課長：配付資料は２つでございます。一つは「臨時会の開催につい

て」という資料です。 

 もう一つが「新設校建設事業の現状について」という資料で

す。以上です。 

 大嶋教育長：資料はそろっていますでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 本日の日程第３、議案第５３号 令和４年度福津市一般会計

（教育予算）の補正予算に係る意見の申出については、市議会

で審議される前の案件になりますので、非公開にすることを諮

る予定です。この場でお伝えをいたします。 

 構成委員数５名のうち、ただいまの出席数は５名で、定足数

に達し教育委員会は成立しますので、令和４年福津市教育委員

会第３回臨時会を開会します。 

 直ちに会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

２ 日程第２ 会議録署名委員の指名について 

 大嶋教育長：会議録署名委員の指名を行います。 

 福津市教育委員会会議規則第１６条の規定に基づき、会議録

は私大嶋と農﨑委員で確認、署名することとします。 

 

３ 日程第３ 議案第５３号 議案第５３号 令和４年度福津市一

般会計（教育予算）の補正予算に係る意見の申出に

ついて 
 大嶋教育長：日程第３、議案第５３号 令和４年度福津市一般会計（教育予

算）の補正予算に係る意見の申出についてを議題とします。 

 本議案は、市議会で審議される前の案件になりますので、非

公開とすることを発議いたします。 

 非公開とすることに賛成の委員は挙手を願います。 

（全員賛成） 

 全員賛成ですので、この案件については公開しないことに決

定します。 

 これより非公開です。 

（以下時限非公開部分） 

  事務局に提案理由の説明を求めます。 

  赤間部長：では、議案第５３号 令和４年度福津市一般会計（教育予算）

の補正予算に係る意見の申出について、説明いたします。 

 市議会に提出が予定されている一般会計予算案のうち、教育

予算（教育に関する事務に係る部分）について、地方教育行政
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の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、市長か

ら意見の聴取があったことがこの議案を提出する理由でござい

ます。 

 補足で説明を少しさせていただきたいと思います。 

 今回補正で上げさせていただいている予算につきましては、

前回の１１月定例会のときの補正予算で上程させていただいて

おりました新設小学校の建設に係る関連予算と同一のものでご

ざいます。 

 それで、既に御承知かと思いますが、１２月議会では小学校

建設に係る関連予算を除いた部分の他の予算案については賛成

とし、小学校建設については厳しいという議会の議決をいただ

いております。 

 ただ、市内の過大規模校を解消するに当たって、やはり分離

新設校というのは必要と考えておりますので、改めて今回同一

の予算を計上させていただきたいというものでございます。 

 議員からは、市議会への説明が不十分であったということ、

それから、安全性、通学路を含めた安全性の説明ができていな

かったことから厳しい意見をいただいております。 

 今回改めて説明を臨時議会でさせていただいて、何とかこの

予算を通していただきたいということで上程をさせていただい

ているというところでございます。 

 お手元に配らせていただいております「新設校建設事業の現

状について」という資料があるかと思いますが、こちらについ

ては新設小学校を建設する必要性と、安全性も含めて市民の皆

様に事前に周知をさせていただきたいというところから、明日

ホームページに掲載したいと考えております。 

 議会におきましては、臨時議会でこちらから改めて２校から

１校に方針転換することになった経緯、それから、校種につい

ては、小学校に至った経緯を説明させていただいて、審議を受

けたいと考えているところでございます。 

 予算の詳細につきましては、担当課長から説明をさせますの

で、よろしくお願いいたします。 

 大嶋教育長：城野教育総務課長、お願いします。 

  城野課長：「補正予算の概要」という別紙の資料をつけさせていただいて

おります。 

 予算については、３本挙げさせていただいておりまして、ま

ず、新設小学校建設事業でございます。こちらについては、今

後新設小学校の地権者の方が１４名いらっしゃるんですけれど

も、１４名の方と用地買収契約交渉を行いまして、契約をさせ

ていただくときに契約書に添付する印紙を購入するための費用

でございます。 

 ２項目めについては、新設小学校建設設計業務委託料の債務

負担行為の補正でございます。支出予定額は２億９１９万円
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で、令和４年度から令和６年度としております。令和４年度に

ついては、実質執行する予算はないのですが、令和４年度中か

ら新設小学校の基本設計、実施設計に係る事業者の公募を行い

たいと考えておりまして、令和４年度からの債務負担とさせて

いただいております。 

 スケジュールとしては、令和５年度に基本設計をさせていた

だいて、令和６年度に実施設計をさせていただきたいと考えて

おります。 

 ３項目めは、新設小学校用地購入費の債務負担行為でござい

ます。支出予定額は７億９，９３０万円でございます。こちら

も期間としては、令和４年度から令和５年度、令和４年度での

支出はないのですが、債務負担がないと地権者の方との用地交

渉ができないため、今回補正予算の計上をさせていただきまし

て、補正予算を可決させていただきましたら、地権者の方と用

地交渉ができるというような形になりますので、その部分を計

上させていただいているものでございます。 

 予算としましては、以上でございます。 

 大嶋教育長：それでは、本件に対する質疑を受けます。 

 ございませんでしょうか。質疑がありましたら、よろしくお

願いいたします。 

  今村委員：１つよろしいですか。 

こちらは前回の教育委員会定例会で出されたものと同じですよ

ね。 

  城野課長：はい。そうです。 

  今村委員：前回の定例会で青木委員は欠席でしたが、私は採決の仕方につ

いて、一括で採決とするのか、それとも別々ですかとお尋ねし

ました。 

 私は各課の予算がさまざまあった中で、この部分については

反対だったので手を挙げませんでした。可決ではなく否決に

回ったんですが、その他の予算については賛成だったんですよ

ね。やはり、予算の中身はぞれぞれ違いますので、今後は予算

１つずつ時間がかかっても、採決は別にすべきだと思います。 

 議会でも、この予算の部分に関しては否決されたけどほかの

予算については通ったんということですよね。 

 そうしたら、やはり採決の仕方を考えていただきたいなと思

います。それが１つです。 

 それと、もう１つは、前回出されているものと全く同じもの

をまた出されるのでしょうか。少し変更があっていれば良いの

でしょうが、同じものを議会に出されても、また否決されるだ

けではないのでしょうか。 

  城野課長：先ほども説明させていただきましたように、議会で通らなかっ

た理由として説明が十分でなかったこと。市民、それから、事

前の議会で、２校から１校になる理由と、なぜ小学校になった
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のかといったところの経緯があまり明確には説明されていな

かったというところを御指摘いただいたところでございます。 

今回は臨時議会におきまして、御指摘いただいた部分につい

て説明をさせていただいた上で、議会に諮らせていただきたい

と思っております。 

  今村委員：丁寧な説明というのは、先程の資料をホームページに掲載する

ということでしょうか。 

  城野課長：明日以降ホームページに掲載したいと考えております。 

  今村委員：予算の金額については何も変わっていないわけですね。 

  城野課長：変わっておりません。 

  今村委員：この予算は通る可能性はあるのでしょうか。 

 この間は１票差とお聞きしましたが。 

  城野課長：９対８でした。 

  今村委員：９対８ですか。 

 その否決された理由は、先程おっしゃっていたように、経過

が不透明ということや、説明が不十分であるということです

ね。 

  城野課長：はい。 

 ただ、前回は予算審査の中で安全性についてかなり質問がご

ざいました。それについては、教育委員会としてはしっかりと

説明はできておりますので、やはりそのように至った経緯等を

市長、それから、教育長の言葉で説明をさせていただきたいと

考えているところです。 

  今村委員：教育長、どう説明される予定ですか。 

 大嶋教育長：基本的には、「現状について」という資料の初めにというとこ

ろを基本にして、少し付け加えた形での説明を考えておりま

す。 

  今村委員：この資料に「教育委員会として、市の方針に一定の理解をし、

新設小学校の予算の計上に同意をしたところです」とあります

ね。同意したんですかね。 

 もう小学校１校ということで進めるのでしょう。福間小の過

大規模の解消にはある程度の効果があるけれども、やはり福間

南小と福間中学校も並行して進めていかないと、教育委員会と

して１校建つから良いというのは、本来の教育委員会としての

役割を果たしていないんじゃないかなと思うんですよ。 

 教育長も校長をされていらしたのでご理解頂けると思うんで

すが、福間小が解決するから、財源がないんだったら小学校１

校という方針に対して理解を示すというのは私は納得しかねま

す。この間の議会を傍聴して、下山議員が、市長はもっと財源

のために動いてほしいということを言われていました。 

 教育のプロである大嶋教育長からももっと財源が無いなら無

いで財源を増やす努力をすべきだと、強くおっしゃっていただ

きたいなと私は思います。 
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 大嶋教育長：只今、今村委員がおっしゃったことについては、総合教育会議

において、市長より今後、教育委員会の提言を受けて、福間中

学校、福間南小学校の過大規模への対応も教育委員会と力と併

せて取り組みたいということを述べていただいておりますし、

今度も説明の中でもそこは強調して述べていただこうと思って

おります。 

  今村委員：ただ、問題は、言葉の上ではそうでしょうけど、具体的にどう

なのかということで、この資料を見ると、福間中学校の１，５

９０人ということは、１３から１４クラスですよね。だから、

この負担を一番軽くするためには中学校を造るしかないんじゃ

ないかと思うんですよ。 

 新設中学校を建設しても各学年４５０人で４０人クラスだっ

たら１１．２５クラスになります。だから、新設中学校を造っ

ても１１．２５クラス各学年なるということは、やはりもう建

物を別に造るしかないんじゃないかなと思うんですよね。 

 それじゃないと教育の機会均等にならないからですね。 

 通じるかは分かりませんが、もう少し教育長から強くおっ

しゃっていただきたいですね。 

 大嶋教育長：ぜひお伝えしたいと思っていますし、市長査定及び庁議の中で

も強くその件についてはこれまでも申し上げておりますが、申

し上げ続けたいと思います。 

  今村委員：はい。ぜひお願いします。 

  半澤委員：福津市には現在３つの過大規模校があって、１校しか建たない

場合は、良くて２つの学校しか緩和されないわけですよね。１

校しか建てないのに、３つの学校にアプローチすることは不可

能なわけですよね。その場合残りの１校にどのような救済措置

ができるかという具体的な案も出しつつ、その予算も併せて計

上するべきかなというのが１つと、今村委員も先程おっしゃっ

ていましたが、同時に具体的な金額などを一緒に挙げていかな

いと、他の方たちも納得しないんじゃないかなというのが１つ

と、今回の場合は宮司に小学校を建てるという話ですけれど

も、そうなるとやはり福間南小の過大規模は全く緩和されず、

福間中も僅か２００人程度の減しか望めないということで、２

００程度の減では、やはり増えていく加速度に比べて規模が全

く足りません。だから、もっと先生を増やすなり教室を増やす

なり何かその措置に使えるお金も併せて計上したほうが良いの

ではないかということが１つと、この間の議会に私も傍聴に行

き、議員さんともお話もさせていただきました。それで、やは

り２校が１校になった経緯が議員さんも納得いかないというこ

とで、今回反対と結論を出されたということ、やはり議員さん

たちも、どうして急に変わったんだっていう、そこが分からな

いわけで、もちろんお金がないとか人数がどうとか、この資料

に書いてあることも理由の１つではあると思いますが、やはり
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正式な手順を踏んでいない。スピード感を持ってするために

は、そんなことをやっていたら間に合わないということが理由

だったんでしょうけど、この何十億もかかる事業で、時間がな

いから手順全部すっ飛ばしていきましょうということではみん

な納得いかないんですよね。早く予算を挙げなきゃいけないか

ら、もう手順も踏まなくてもということだったら、結局遠回り

になるし、誰も納得できないと思うんですよ。 

  今村委員：急ぐのは、やはり臨時議会に間に合わせたいということで、教

育懇話会に諮問する時間はないということですかね。 

  赤間部長：令和９年開校というところを目指すためにはやはり急ぐ必要が

あったということであります。 

  半澤委員：業務の効率化を優先して正式な手順を飛ばすということはやは

りおかしいと思うんですよね。もちろん業務をされている皆さ

んからしたら、そんなきれいごとを言われても困るんだ。もう

地権者が土地を売ってしまったら、もう学校は建たないじゃな

いかということは理解できるのですが、やはり私も納得できな

かったように、議員の皆さんも納得できていないんじゃないか

と思います。同じ内容でもう一回臨時議会にかけることは何か

筋が通らないと思うんですよね。 

 だから、もうここまでも大分時間があったと思うんですけ

ど、教育懇話会をすぐ開いて、スピード感をもってある程度意

見をまとめてもらって、小学校も中学校も必要だけど今回の場

合は、小学校を先に建てて、こういう手だてを取っていけば良

いんじゃないかという、市民の皆さんの代表の教育懇話会がそ

ういう答えを出してくださったら、そこを踏まえて先に進める

という、それがないと幾らこう金銭的なこと業務上のことと言

われても、教育委員として納得するわけにはいかないかなと感

じています。 

  農﨑委員：皆さんのお話を聞いていて、言われるとおりだなと思うことは

多々ありますし、小学校１校になったのはどうしてなのかとい

うことについてどうお考えですか、教育長。 

 誰が言ったということはないと思うんですけど、金額的なこ

となのか、実際私としては少しでも前に進めてほしいので、こ

の予算が通れば良いなとは思ってはいるんですけれども、そも

そもお金がないという理由で学校を建てられないということに

納得はできないですし、やはり数年前から学校が必要だという

のは分かっていた中で、その財源を確保できなかった市に最大

の責任があると思います。市として財政を見たときに、普通の

家庭でも数年後にお金が必要だとわかったらやはり貯蓄はしま

すよね。だから、そういう手だてもないまませっかく小１中１

で合意したのを、お金がないという理由でというのは本当に理

解に苦しみますし、私の身近な人には小学校が建つことも知ら

ない方もいますし、どうなっているのかなって不安になってい
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る方もいます。 

 定例会を聞いていると、ホームページに載せるだけでとか市

政だよりに載せるだけで市の方は皆さんに周知したという観点

でお考えだと思うのですが、それでは全然市民の皆さんには周

知されていないですし、やはり御年配の方からは、小学校を建

てることに対してもったいないというストレートな御意見をい

ただくこともあるので、もしこの予算が通ったとしてもいろい

ろ反発はあると思うので、もちろん私もできることはしたいと

思いますけど、市も市長も教育長ももう本当市が一丸となって

市民の方々に御理解をしていただかないと、中学校が建たない

代わりに増築などその他のお金は絶対かかりますよね。その必

要な部分についても、またお金がないからできないと言われて

しまうのではないかとすごく不安ですし、ぎゅうぎゅうの中で

子どもたちはこれからも学校生活を送っていくことになって、

学校が建つことを諦めている先生も多々いらっしゃるという状

況で良いのかな感じています。本当に今後のことを市全体で考

えてもらいたいと思ってはいます。 

 なので、私は、とにかく小学校でも建ってほしいと思ってい

ますので、この予算で通るかどうかは分かりませんけど、事務

局の方には頑張って議員さんを説得していただきたいと思って

います。 

 以上です。 

 大嶋教育長：はい。只今農﨑委員さんに言っていただきましたように、市全

体としてぜひ取り組んでいきたいという気持ちは非常に強く

持っているところです。 

  農﨑委員：ぜひお願いします。 

  今村委員：教育の機会均等を一番考えるべきところは教育委員会だと思い

ますので、市の財政に理解を示すだけで良いのでしょうか。こ

れからも財政部局にお金がないって言われたら、全部受け入れ

ることになってしまうのではないでしょうか。それでは独立性

とか中立性は何も担保できなくなるのではないかというところ

で、私はそういう意味でもこの案には賛成することはできませ

ん。それから、教育懇話会が答申として出したことは手続を経

てしているわけなので、その答申いただいたことを貫き通すべ

きだと思います。僕はおそらく１つ小学校が建ったらもう中学

校は建たないと思いますがね。だってお金がないんだから。お

金がないと言っているに、今度建てるとなると、じゃあなんで

早く建てなかったかという話になると思うんですよ。 

 それで、教育懇話会から頂いた答申では、どうしても１校と

いうんだったら中学校を建てるべきだとなっていたのに結局決

まったのは小学校でしょう。そういう点でも私はちょっと不満

ですよね。それこそ手続上おかしいなと思います。 

  青木委員：結局４年間ずっと取り組んできていることは毎回言いますけ
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ど、手続を踏んできながらきたのに、全部案がひっくり返され

ていくばっかりで、最終的に何も建たない。増築だけでもう終

わらせることになりかねないような状況になっているので、小

学校の予算がついた段階で小学校を建てておかないと、今回の

議会でこの予算を通さなければ、いよいよ学校が建たないまま

ずっと増築で凌いでいってしまうことになりかねないから、現

在、教育委員会の事務局は急いでいるのだろうとは思います。

やはりその予算のことをほったらかしにしてきたトップの方の

責任というのは問われるべきだろうと思います。今までの教育

委員会の職員の方は本当に一生懸命働かれて、いろんな案を出

されているわけで、それを全部ひっくり返してきたということ

こそが一番の問題じゃないかなと思いますし、今村委員、半澤

委員もその点に対しての今回の辞職という行動だったのだろう

と思います。 

 中学校を造らなくて良いという考えになることは当然ありま

せん。しかし、私はまず小学校を造って、次に中学校を造って

いく予算をどう捻出していくかということに話を切り替えて、

国や県に補助金をいただくとか、借金することだってできる

し、今村さんが言われるとおり、やはり子どもたちの教育の均

等が壊されてしまっているので、今後絶対に問題になっていく

だろうと思います。国や、県からの補助を受けることができる

働きかけをするという方向にこれから先切り替えていって、ぜ

ひとも中学校を建設できるようにしたほうが良いと思います。

今回この小学校の予算を通しておかないと、小学校も中学校も

できず増築だけで凌いで、その結果大問題が起きて、その責任

は教育委員会に押し付けるというやり方だろうと思うんですけ

ど、だから、そこでずっと今までやってこられた方々の無念さ

とか努力とか、そういうものを何か形にしていきながら次のス

テップを考えていくということが大事じゃないかなと思いま

す。 

  今村委員：よいですか。 

 只今、青木委員さんが、まずは小学校を建てて、中学校にか

かる財源は、県や国に働きかけていくべきとおっしゃいました

が、市長が全然動かないじゃないですか。働きかける気持ちが

市長にほんの少しでもあるのだったら、もうとっくの昔に動い

ているはずで、今頃は予算を確保していると思うんですよ。 

 小学校ができたら次動きますかね。動くんだったら今までに

もう動いているはずですよ。あの市長は動かないと思います。 

 だから、私はまず小学校というのは反対ですね。小学校1校で

も建ったほうが良いといえばそれはそうでしょうけど、後発で

中学校ができるということは現在の市長では考えられないの

で。 

  青木委員：しかし、今回この小学校の予算を通さないと、もう小学校も中
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学校もできない可能性が高くなるということですよ。 

       小学校を建てる予算があるなら、小学校を建てて、それで、市

長が中学校建設のために動かないなら、また大問題が出てくる

ので、動かざるを得ないような状況になるだろうと思います。 

       小学校だけが建っても、小学校も中学校も建たなくてもどちら

にしてもなぜ中学校を建てなかったのかということは問われる

と思います。 

  農﨑委員：しかし、事務局の方ももちろん、中学校の必要性も感じてい

らっしゃいますよね。  

今村委員：どうなんですかね、事務局は。 

  赤間部長：当然小学校を建ててそれで終わりという意識は事務局には全く

ございません。両方必要という考えはもう大前提としてありま

す。 

 ただ、どちらかという選択を迫られている中で、お金のある

範囲内でどちらかを建てられるとしたときには効果、影響で判

断しなければならないと思います。 

 令和９年に開校というところは遅らせたくないということ

は、教育委員会としての思いですし、やはり中学校、それから

福間南小学校の過大規模対策を、しっかりと市長に約束させる

というのが必須の条件というところで、小学校建設の予算を上

げさせていただきたいという思いでございます。 

  農﨑委員：小学校と中学校を同時に建てることができない分、そういった

対策はしないとやはり中学校の先生たちも不安でしょうし、保

護者は先のこと過ぎて実感がないんですよね。 

  赤間部長：昨年から国や県への要望というものを、当時の教育部理事も強

く市長にはずっと言い続けていました。 

 それで、私も今回その実施計画の査定の中でも言いました

し、１０年間の財政計画を示されましたが、そこには新たな財

源を確保するようなものが入っていないんですよね。その確保

してないことを示すことにもなるんですよということは、市長

には直接話はしました。 

 それで、やはり何らかの新しい財源確保並びに国、県への働

きかけがないとおっしゃるように、過大規模対策というのはお

金がないということだけで削られていき、そうなっていくと現

場で対応してくださいということになるおそれがあります。 

 しかし、今でさえ、実際限界に近いというのは認識がござい

ますので、とてもソフト面だけでは賄いきれないということも

市長にはお伝えしました。 

 そういう認識を本当に持ってもらえるように自分たちは言い

続けなければいけない立場だとは思っております。 

  青木委員：国や県に働きかけするのは市長しかできないんですか。 

  赤間部長：我々は、候補地で県の土地であるとか公有地等の交渉などで

は、県に行くということはありました。 
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 ただ、やはり我々が行ってもなかなか上の方々は動いてくれ

ないというのが現実としてあります。 

  今村委員：そうでしょうね。 

  赤間部長：やはりトップが出向いて、お願いしていただくことが一番効果

があるのかなとは思います。 

  青木委員：そういうことを教育長が促されて、一緒に国や県に働きかけを

ぜひしてもらいたいなと思いますよ。 

  半澤委員：そして、副市長も早く立ててもらって、副市長も一緒に三役が

一丸となってやるのが本来の姿ですから。 

  今村委員：辞職するぐらいのお気持ちでちょっとお願いします。そうしな

いと、これ小学校も建たないですよ。 

  半澤委員：理想的なのは、何年か後に中学校に着手できるという見通しが

立っている中で今回小学校を通すことですよね。 

それだったら本当に賛成したいし、早く小学校でも建ててほし

いと思います。 

  青木委員：だから、その見通しがないから、今からその見通しをつくって

いくのが良いと思いますし、手段はほかにないわけなので。 

  半澤委員：小学校を建ててしまったら、中学校は建たないというのが現在

の見方じゃないですか。 

  青木委員：今のところはそうです。 

  半澤委員：もう１校しか建たないなら本当に小学校で良いのっていう疑問

は拭えないわけですよ。中学校があの状態だから。 

  青木委員：かと言って、そこで中学校も小学校も造らないで良いのかとい

う話になったときに、どっちが良いのかということですよね。 

小学校を建てることができる状況にあるのなら、まずは小学校

を建てて、次の中学校も建てることができるような取組をして

いくしかないと思います。 

 逆に小学校を造らずに中学校だけを造ったとしても、もちろ

ん中学校の過密緩和にはすごく効果があると思うんですけど、

今これだけ小学校が満杯になっている状態で、今度はまた小学

校の大問題が出てくると思いますし、小学校を造ると福間中学

校の生徒数も減らすことはできるので。  

中学校の緩和には少し役に立つけど、中学校だけ建てたら、小

学校の緩和には全くならないという判断もあるのではないで

しょうか。 

  今村委員：だから、５－４制ということにしていたんですけどね。 

  青木委員：私は正直言って、２年後から取り組むしかないとは思います。 

 それまでに中学校を建てることができるような目処を立てて

いきながら、大嶋教育長にはぜひ国や県に市長と一緒に行っ

て、こんな現状があるということを伝えていただきながらお願

いをしていただきたいなと思います。 

 大嶋教育長：はい。ではよろしいですか。 

無いようですので質疑を終結します。 
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 これより議案第５３号を採決します。 

 議案第５３号は原案のとおり承認することに賛成の方は挙手

を願います。 

（可否同数） 

 可否同数であります。よって、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第１４条の規定により、教育長により本案に対す

る採決を行います。 

 日程第３、議案第５３号 令和４年度福津市一般会計（教育

予算）の補正予算に係る意見の申出については、教育長は賛成

とします。 

 したがいまして、日程第３、議案第５３号 令和４年度福津

市一般会計（教育予算）の補正予算に係る意見の申出について

は可決されました。 

 ということで、以上で議案については終了となります。 

（時限非公開部分終了） 

 

４ 日程第４ 閉会宣言 
 大嶋教育長：日程第４、以上で本日予定されていました議事日程は全て終了

しましたので、これで令和４年福津市教育委員会第３回臨時会

を閉会します。 

 ありがとうございました。 

 
 


